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１．具体的取組

　　①二酸化炭素排出量の削減

　　②コピー用紙使用の削減

　　③受託産業廃棄物の再生利用量増の推進

　　④事務用品のグリーン購入を始めます

　　⑤廃棄物の処理に関して環境汚染防止に努めます。

２．地域協定等を遵守します。

３．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

４．環境への取組を環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。

2007年　12月　１日 制定

2015年　  4月　1日 改定

株式会社　西武建設運輸

代表取締役　岸　寛 樹 ㊞

理　　　　　　念

当社は、ますます深刻化する地球温暖化や今後予想される地下資源の枯渇への

対応が人類共通の重要課題と認識し、当社の事業を通じて社会に貢献します。

環　境　方　針

当社は、運輸・建設・産廃廃棄物処理（リサイクル・焼却・埋立）業を経営しており、それ

に伴う電力・軽油の使用が環境負荷の最大要因になっている為、エコアクションを通じて

その 削減に努めます。

また、これらを全従業員に周知し、一丸となって自主的・積極的に、環境保全活動に

貢献することを誓約致します。

環境保全への行動指針

－　1　－



２．事業活動の概要

　１　事業者名及び代表者名
　　　株式会社　西武建設運輸　　　　代表取締役　　岸　寛 樹
　２　事業の内容
　　・主な許可：一般貨物自動車運送業、建設業、産業廃棄物処理（収集運搬、破砕リサイクル、
　　　　　　　　焼却及び埋立）業
　３　所在地
　　①　　本　 社　北海道函館市赤川町518番地3　（定款上）　
　　②　　本社営業所　北海道函館市亀田中野町219番地14
　　③　　関東営業所　群馬県館林市羽附町1492-2　
　　④　　函館新道事務所　北海道函館市石川町77‐14
　４　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　　　環境管理責任者　専務取締役　　高　松　優　子
　　　担当者　経理部　労務安全課長　　 柄　澤　彰　宏
　　　連絡先　　ＴＥＬ　0138－47－2738　　ＦＡＸ　0138－47－1871

　５　事業の規模

　６　認証登録範囲
　　　運輸業、建設業、産業廃棄物処理（収集・運搬、木くず・がれきの破砕、
　　　焼却及び安定型産業廃棄物・管理型産業廃棄物の埋立）業
　７　レポートの対象期間及び発行年月日
　　　　対象期間　2019年4月～2020年3月　　発行日　2020年6月26日

年度 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度区分

総売上高 百万円 2,722 3,019 3,054 3,213

建
設
業

土木請負業 件 51 42 85 89

解体業 件 150 162 167 137

従業員数 人 17 17 16 15

廃
棄
物
処
理
業

破砕量
がれき類 ｔ 27,130.94 36,758.09 36,432.71 25,388.53

木くず ｔ 4,088.50 4,061.52 3,641.48 3,905.54

焼却量 ｔ 11,861.79 12,439.52 12,370.62 15,387.58

埋立量 ｔ 4,743.09 3,567.21 298.17 2,531.74

従業員数 人 21 25 22 26
運
送
業

車輌台数 台 50 47 46 44

従業員数 人 42 42 41 37

本
社
等

総務従業員数 人 6 7 8

2,274 2,274 2,274

8

床面積
事務所 ㎡ 330.83 330.83 330.83 330.83

作業所 ㎡ 2,274

敷地面積 ㎡ 1,451,323.92 1,451,323.92 1,451,323.92 1,451,323.92

関
東
営
業
所

従業員数 人 8 8 8

床面積
事務所 ㎡ 63.75

8

車輌台数 台 7 7 7 7

63.75 63.75 63.75

作業所 ㎡ 854.13 854.13 854.13 854.13

敷地面積 ㎡ 917.88 917.88 917.88 917.88

新
道
事
務
所

従業員数 人 3 3 2

496.86 496.86 496.86

2

床面積
事務所 ㎡ 60.89 60.89 60.89 60.89

作業所 ㎡ 496.86

敷地面積 ㎡ 1,415 1,415 1,415 1,415
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３．環境目標とその実績

１　中長期環境目標

２　2019年度の環境目標及び実績

※　CO2の排出係数は、2018年の北海道電力(0.643)、札幌電力（0.472）及び東京電力（0.468）を使用

①一般廃棄物は分別等をして、削減の努力をしているため限界と推測されるので、現状維持とする。

②グリーン購入は、当社のできる範囲で実施する。

-60.60%

-4.35%〇

〇

×

×

〇

×

×

×

×

2019年実績

9,074,718

2,043,820

24,218

10,254

6,853

2,149

91,123

239,589

2.12

2,085,145

35,517

2,755,229

10,758

183,700

6,754

7 産廃受託量 ｔ 53,069

29,294

45,093

4 一廃排出量 ｔ 2.02

増
加

6 リサイクル量 ｔ 40,475

10,0455 産廃排出量 ｔ 11,062

削
減

1 ＣＯ２排出量

枚 256,828

 地下水 ㎥ 75,780
2 水

 水道水 ㎥ 2,143

3 用紙使用量

 液化石油ガス(LPG) kg 512

 A重油 ℓ 466,241

2,768,287

 灯油 ℓ 11,247

化
石
燃
料

 ガソリン ℓ 38,505

 軽油 ℓ

 新道事務所 kwh

kwh 13,855

計 kwh 1,961,416

 関東事業所 kwh 17,061

9,452,653

25,211

 建設現場

単位 2019年目標

電
気

 本社・工場等 kwh 1,905,289

4 一廃排出量 ｔ 2.02

削
減

1 ＣＯ２排出量

Ｋｇ-ＣＯ２

-１％ -2％ -3％

 灯油 ℓ 11,361 -１％ -2％ -3％

kwh

単位 2018年 2019年 2020年 2021年

Ｋｇ-ＣＯ２ 9,548,134 -１％ -2％

25,466 -１％ -2％kwh

計

-3％

電
気

 本社・工場等 kwh 1,924,534 -１％ -2％ -3％

 新道事務所 -3％

 建設現場 kwh 13,995 -１％ -2％ -3％

 関東事業所 kwh 17,233

1,981,228 -１％ -2％ -3％

化
石
燃
料

 ガソリン ℓ 38,894 -１％ -2％ -3％

 軽油 ℓ 2,796,249 -１％ -2％ -3％

-3％

 A重油 ℓ 470,950 -１％ -2％ -3％

75,780

 液化石油ガス(LPG) kg 517 -１％ -2％

2 水
 水道水 ㎥ 2,143

 地下水 ㎥

3 用紙使用量 枚 256,828

5 産廃排出量 ｔ 11,062

増
加

6 リサイクル量 ｔ 40,074
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＋1％ ＋2％ ＋3％

7 産廃受託量 ｔ 52,544 ＋1％ ＋2％ ＋3％

-2,988

-13,058

-489

-27.62%

-15.03%

15,343

増減

-377,935

138,531

-993

-6,807

-7,002

-17,239

0.10

-1,017

-11,181

-7,976

123,729

-282,541

6,242

6

×

達成

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

-9.20%

増減率

-4.00%

7.27%

-3.94%

-39.90%

-50.54%

6.31%

-7.76%

-0.47%

±０％

±０％ ±０％ ±０％

1219.81%

0.28%

20.25%

-6.71%

5.11%

±０％ ±０％ ±０％

±０％ ±０％

±０％ ±０％ ±０％

±０％ ±０％ ±０％



３　主要な環境活動計画の内容

Ⅰ．温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の削減

　１　電力の抑制

　　①夏の室内空調は２６℃とする

　　②電灯を消費電力の少ない省エネタイプに切替える

　　③昼休みの節電・消灯

　　④プラントの電源の入れる時間をずらして入れる

　２　灯油使用量の削減

　　①冬期の室内温度を２３℃に設定する

　３　軽油、ガソリン使用量の削減

　　①低燃費（ハイブリッドを含む）の社有車・車両・重機の導入の推進

　　②社有車・車両・重機のアイドリングストップ（朝の始動時は除く）

　　③社有車・車両・重機の定期的な点検整備の推進

Ⅱ．水使用量

　　①スプリンクラーは、過剰に散水しない

　　②トイレタンクにペットボトルを入れて節水するよう工夫する

　　③焼却炉（減温塔）の冷却水は、最終処分場の浸出水処理水を再利用する

Ⅲ．事務用紙使用量の削減

　　①両面印刷、両面コピーの徹底をする

　　②使用済み用紙の裏紙の利用を推進する

　　③定期的に配信されるＦＡＸ案内について電子メールへの変更を依頼する

Ⅳ．一般廃棄物排出量の削減

　　①事務用品や液体洗剤等、詰め替え可能な製品への切替えを徹底する

　　②ごみの分別を徹底する

Ⅴ．受託産業廃棄物の再生利用量増の推進

　　①排出業者に再利用を推進し、啓蒙を図る

　　②解体作業で受託した廃棄物を分別する

Ⅵ．グリーン購入への取組

　　①エコマーク商品を優先的に購入する

　　②再生材料から作られた製品を優先的に購入する

Ⅶ．地域・社会貢献活動の推進

　　①函館市の開発条件に基づき、桜の木の苗木を会社周辺に植樹する

　　②地域の環境活動の一環として、事業所周辺の道路や歩道を定期的に清掃する

　　③地域の緑化ボランティア事業に協力する
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４．環境活動の取組結果とその評価、次年度の取組内容

Ⅰ．温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の削減の取組

１　電力の抑制

　　電力は 2,085,145kwh 使用し、目標値に対し 123,729kwh（6.31%）増加した。

　　工場の水銀灯をLEDに入替え削減に努めたが、焼却量が 15,388ｔ となり基準年値に対し

　　3,017ｔ（24.39％）増加したため、全体の増加につながった。

　　今後も照明、エアコン、パソコン等の不使用時電源オフやエアコン設定温度の夏２６℃・冬２３℃を

　　徹底し、継続的に削減に努めて行く。

２　ガソリン使用量の削減

　　ガソリンは 35,517ℓ 使用し、目標値に対し 2,988ℓ（7.76%）削減した。

　　営業車の入替え時にハイブリッド化、低燃費化による削減、及びアイドリングストップの成果が得られた

　　ものと判断し、今後もエコカーへの切替えを進め、削減努力を継続して行く。

３　軽油使用量の削減

　　軽油は 2,755,229ℓ 使用し、目標値に対し 13,058ℓ （0.47%）削減した。

　　運送業のトラック8台を新車に入替え、ハイブリッド収集運搬車、ハイブリッド重機の使用、

  　及びアイドリングストップの成果が得られたものと評価し、今後も削減努力を継続して行く。

４　灯油使用量の削減

　　灯油は 10,758ℓ 使用し、目標値に対し、489ℓ（4.35％）削減した。

  　引き続き冬期の室内温度２３℃の徹底を含めた努力を継続して削減に努めて行く。

５　A重油の削減

　　A重油は 183,700ℓ 使用し、目標値に対し 282,541ℓ（60.60％）削減した。

　　焼却炉の補助燃料として使用しているが、燃えやすい廃プラスチック類の受入割合が増加したことに

　　より補助燃料が不要となった分A重油を削減できた。また、焼却炉への投入前に廃棄物を撹拌すること

　　により、燃えやすくしたことの成果も得られたものと評価した。

６　液化石油ガス(LPG)の削減

　　液化石油ガス(LPG)は 6,754kg 使用し、目標値に対し 6,242kg（1219.81%）増加した。

　　本社営業所にて冷暖房、及び給湯供給を10月からLPG設備へと変更したことによると判断した。

　　夏の冷房、冬の暖房設定の努力を継続したうえで、目標値の見直しも検討する必要があると評価した。

　　CO2は、上記の結果 9,074,718kg-CO2排出し、目標値 9,452,653kg-CO2に対し 377,935kg-CO2

　　 （4.00％）削減した。 次年度は、基準年に対し-2％を目標とし削減に取り組んで行く。

Ⅱ．水使用量

　ⅰ　関東事業所の水道水は 530㎥ 使用して、目標値に対し 260㎥ 削減した。

　ⅱ　新道事務所の水道水は 40㎥ 使用して、目標値に対し 10㎥ 削減した。

　ⅲ　地下水は 91,123㎥ 使用し、目標値に対し 15,343㎥ 増加した。

　　　高温の焼却炉等を冷却するための補給水として使用した分については、温排水を循環させて

　　浸出水処理施設の活性汚泥槽の水温保持、及びパネルヒーターに利用をしている。

　※　上記地下水は、ﾒｰﾀｰがないため推計値である。

　　引き続き給水ハンドルを全開にしないこと等により過剰な使用を避け、節水に努めて行く。
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Ⅲ．事務用品使用量の削減

　　用紙は 239,589枚使用し、目標値に対し 17,239枚（6.71％）削減した。 両面印刷、裏紙の再利用

　　徹底の効果が得られたものと評価した。

Ⅳ．一般廃棄物の削減

　　一般廃棄物は 2.12ｔ 排出し、目標値に対し 0.10ｔ（5.11％）増加した。

　　今後も分別を徹底して削減とリサイクルに取組むべきと評価した。

Ⅴ．受託産業廃棄物及び自社排出建設副産物の再生利用量増の推進

　　産業廃棄物は 45,093ｔ 受託し、目標値に対し 7,976ｔ（15.03％）減少した。再生利用は約64.96%と

　　なっているが、がれき類の受託量が目標値に対し 11,408ｔ（31.00％）減少したことによるものと判断した。

　　公共事業に影響される所があるが、次年度以降増やすことができるよう考えて行く。また建設副産物を

　　含む自社排出産業廃棄物 10,045ｔ の内、8,845ｔ（88.05％）を再資源化することができた。今後も継続

　　して再資源化に取り組んで行く。

Ⅵ．グリーン購入への取組

　　今後は名刺、事務用品、PC関連商品等のエコマークや再生材商品を優先的に購入を図る。

Ⅶ．地域・社会貢献活動の推進

　　①　事業所周辺の道路を定期的に清掃を行う。

　　②　災害発生時、地域住民への災害用LPガス設備・ガス発電機等の利用を無償提供する。

・災害時ガス器具ガス取り出し口（外観） ・災害時ガス器具ガス取り出し口（内部）
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５．その他の取組

１　太陽光発電

　　函館市内の2か所（亀田中野町、陣川町）に太陽光発電システムを設置。年間約６万kwh発電し

　　約38,580kg-CO2削減に寄与している。

・亀田中野町 ・陣川町

2　消防訓練の実施

　　緊急事態を想定して消防総合訓練（消火、通報、避難）を実施。25名が参加した。

・消火訓練 ・通報訓練

3　安全衛生大会

　　職場における安全衛生意識の高揚を目的として安全衛生大会を実施。協力会社含め50名が参加した。
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６．環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

１　当社に適用される環境関連法規

２　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　　　　法律違反及び訴訟等はありませんでした。

　　　　また、関係当局から3年間指摘もありませんでした。

７．代表者による全体の評価と見直し

１　環境方針

　特に支障がないため変更はない。

２　環境関連法規

　ⅰ　環境関連法規の改廃は、HPで確認をしており問題はない。

　ⅱ　環境関連法規については、遵守を確認しており問題はない。

３　環境目標と環境活動

　ⅰ環境目標

　　電力使用量は、焼却量の増加により6.31％増加したが、Ａ重油が60.60％と大きく削減できたため、

　　CO2の排出量は目標値より4.00％削減することができた。引き続き電力、化石燃料の削減に努め、

　　CO2排出量を基準値の-１％を目標とする。

　　なお、CO2以外の削減項目は、削減が限界のため、基準年を上回らないことを目標とする。

　ⅱ環境活動

　　焼却炉等の排熱について、循環利用の促進を図ること。

　　その他は、特に変更はしないが、マンネリにならないよう省エネ活動を周知すること。

法令等の名称 主な遵守内容 確認

廃棄物処理法 産廃処理（運搬・破砕・焼却・埋立）業許可、施設維持管理、管理票 遵守

大気汚染防止法 焼却施設の設置届出、施設維持管理記録、排気ガスの維持管理 遵守

水質汚濁防止法 油の流出時における処理、届出 遵守

浄化槽法 施設の維持管理（処理業者へ委託管理） 遵守

消防法 軽油・灯油タンクの設置届出及びタンクの維持管理 遵守

建設リサイクル法 工事前の届出、リサイクルの促進 遵守

北海道公害防止条例 破砕機の粉じん、騒音、振動等に関する届出 遵守

フロン排出抑制法 車両の冷蔵冷凍機の維持管理 遵守

家電リサイクル法 特定家電4品目の適正な事業者への引き渡し 遵守

自動車リサイクル法 使用済み自動車の適正処理 遵守
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４　実施体制

　役割は、環第６号の役割表のとおり変更する。　

５　文書・記録

　ⅰ環境負荷の把握　自己チェック　・・・　4月1日　実施のとおり

　ⅱ環境への取組の　自己チェック　・・・　4月1日　実施のとおり

　ⅲ当該マニュアル　・・・　本書のとおり当面は変更しない

６　その他

　　特になし

８．情報開示関連事項

１　会社情報

名称 株式会社西武建設運輸

代表者 代表取締役　　岸　寛樹

住所 本　社　 〒０４１－０８０４　北海道函館市赤川町５１８番地３

事業所　〒０４１－０８０３　北海道函館市亀田中野町２１９番地１４

関東営業所　　〒３７４－００１１　　群馬県館林市羽附町1492-2　

函館新道事務所　〒０４１－０８０２　北海道函館市石川町７７-１４

電話番号 事業所　０１３８－４７－２７３８　　ＦＡＸ　０１３８－４７－１８７１

設立 １９７７年９月

認可 １９７８年４月

資本金 ７，０００万円

売上高 ３２億

役員の氏名 代表取締役　　岸　寛 樹 2000年9月1日　就任

専務取締役　　高　松　優　子 2014年4月１日　就任

取　締　役　　　天　野　信　秀 2013年4月１日　就任

取　締　役　　　佐　藤　謙　三 2013年4月１日　就任

人員 98名
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２　産業廃棄物処理業及び処理施設の許可内容

処
理
業
の
許
可

収集運搬業
の
許可内容

許可年月日 2013.06.24 許可期限 2023.06.21 許可等番号 第00100004438号

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残
さ、
動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、
がれき類、動物の死体、ばいじん、令13号廃棄物。以上、石綿含有産業廃棄物であるもの、
水銀使用製品産業廃棄物であるものを含み、燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカリ、鉱さい、
ばいじんについては、水銀含有ばいじんであるものを含む。保積なし。

特管収集運
搬業の許可
内容

許可年月日 2012.12.26 許可期限 2022.12.25 許可等番号 第00150004438号

廃油、廃酸、廃アルカリ、感染性産業廃棄物、特定有害産業廃棄物、汚泥、廃水銀。
保積なし。

収集運搬車
両の種類と

台数

キャブオーバー　2台、ダンプ　4台、冷凍冷蔵車　4台、
脱着装置付きコンテナ専用車　1台、タンク車　1台

　処分業の
　　許可

ⅰ　破砕
ⅱ　焼却
ⅲ　埋立

許可年月日 2020.07.10 許可期限 2025.07.09 許可等番号 第05240004438号
ⅰ　破砕…木くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類
ⅱ　焼却…汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、
　　動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、
　　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、動物の死体。
ⅲ　埋立…燃え殻、汚泥、タールピッチ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、
　　動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、
　　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、動物の死体、ばいじん、
　　令13号廃棄物。以上17種

特管処分業
　　の許可
ⅰ　焼却
ⅱ　埋立

許可年月日 2019.10.07 許可期限 2024.10.06 許可等番号 第05290004438号

ⅰ　焼却…廃油、廃酸、廃アルカリ、感染性産業廃棄物。以上4種類
ⅱ　埋立…廃石綿等。以上1種類

処
理
施
設
の
許
可

施設の種類
・方式等

　焼却施設(多段式ｽﾄｰｶｰ炉）
最終処分場 木くず破砕機 がれき類破砕機

(安定型管理型混合) ハンマー方式 ニ軸方式

処理能力等

320t/8h
容量…38,344㎥（全６基）

残容量…22,037㎥
　10t/h　 120t/h 40t/h

（３基目残…2,864㎥）

2003.10.29 2003.10.29

汚泥26.064t/24h・1.086t/h
廃油20.448ｔ/24h・0.852t/h

廃プラ27.504t/24h・1.146t/h
紙くず、木くず60.192t/24h・

2.508t/h
混焼51.000t/24h・2.152t/h

面積… 7,200㎡
　80t/8h　 960t/8h

2003.10.29

設置年月日 2014.07.31 2014.07.31 2004.08.12 2005.05.16 2005.05.18

許可年月日 2013.07.10 2013.07.16

許可番号 函産施第25-1号 函産施第25-2号 函産施第15-2号 函産施第15-3号⑴ 函産施第15-3号⑵

設置場所 函館市亀田中野町219番地4 同番地14の内 同番地15の内
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3　産業廃棄物処理フロー図

コンクリートがら 破砕・粒度選別 建設資材資売却

アスファルトがら 破　砕
がれき類

選別 金属くず等 金属資源売却

ガラス等

木くず 破砕・分別 チップ等売却

木・金混合 破砕・選別

汚泥 ロータリキルン

感染性廃棄物 ボックス投入口

廃　油

焼却施設(多段式ストーカ炉）

廃　酸

廃ｱﾙｶﾘ

その他可燃物

可燃物・不燃混合物 埋立(安定・管理型）

不燃燃物
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４　産業廃棄物処理の実績

　　１）　焼却処分の実績…2019年度 （単位：ｔ）
 4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月

1 汚泥

2 廃油

3 廃酸

4 廃アルカリ

5 廃プラスチック類

6 紙くず

7 木くず

8 繊維くず

9 動植物性残さ

10 動物系固形不要物

11 ゴムくず

12 金属くず

13 ガラス等くず

14 動物の死体

15 廃油

16 感染性産業廃棄物

17 廃酸・廃アルカリ

　　２）　最終処分（埋立）の実績…2019年度 （単位：ｔ）
 4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月

1 燃え殻

2 汚泥

3 廃油（タールピッチ類に限る）

4 廃プラスチック類（石綿含有）

5 紙くず

6 木くず

7 繊維くず

8 動植物性残さ

9 動物系固形不要物

10 ゴムくず

11 金属くず

12 ガラス等くず（石綿含有）

13 鉱さい

14 がれき類（石綿含有）

15 動物の死体

16 ばいじん

17

18 廃石綿等〔特別管理産業廃棄物〕

　　３）　破砕処理の実績（単位：ｔ）…2019年度

1 がれき類
2 木くず

0.00

産
業
廃
棄
物
の
埋
立
量

（
特
管
含
む

） 産業廃棄物を処分するために

処理したもの

188.87245.12 198.22

8.98

184.04 192.42 195.50 2,531.74

0.12 30.10

小計 275.11 179.25 252.58 251.07 198.03 171.53

0.00

2.69 0.82 0.98 11.08 5.41 0.01 0.01

1.500.27 0.57 0.66

0.00

341.2451.12 38.59 22.08 37.43 23.18 18.60

0.05 1.01

41.60 33.22 19.32 7.16 22.97 25.97

1.12

0.54 0.01 0.04 0.37

0.88

0.00

0.24

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.40 0.07 3.56

0.00

1.25 1.21 0.01 0.62

34.04

168.84 176.66 2,119.17

34.04  

169.10 210.16 146.17 149.03 148.87 145.94

産
業
廃
棄
物

特
管
産
廃

小計

合計

195.29 144.00 232.28 232.83

233.93

0.00

8.27

1,225.60

7.63

15,387.58

1,464.02

360.72

405.82

0.00

0.00

336.87

2,654.28

591.71

4.02

50.20

7,189.72

854.79

1,011.82 1,400.11 1,408.47 1,212.55 1,159.05 1,294.391,319.48 1,176.15 1,355.56 1,330.41 1,360.42 1,359.17

2.06 0.04 0.02 0.05 1.42 1.040.94 0.90 1.12 0.04

93.39 93.62 124.10 96.55 96.78 100.0395.31 108.04 112.38 97.46 110.52 97.42

1.06 0.07 1.31 0.16 1.04 0.862.01 0.08 0.58 0.09 0.95 0.06

10.87 16.67 15.52 16.09 17.68 17.4129.68 26.00 37.07 21.35 13.27 12.32

21.11 26.89 21.54 19.64 26.10 23.8342.63 37.93 51.40 31.18 16.65 17.97

35.04 36.68 37.70 24.55 35.15 23.4041.19 37.33 22.09 26.64 41.07 44.98

19.53 32.22 31.09 29.21 31.00 30.9827.19 36.18 42.55 35.16 23.39 22.22

69.22 132.50 108.65 102.82 122.84 129.62134.39 162.27 192.41 131.26 83.80 94.24

44.98 73.69 66.23 67.95 74.41 77.0665.39 95.12 101.89 82.08 56.39 49.60

506.85 746.25 748.71 674.11 650.92 730.56419.57 421.53 560.30 535.86 665.05 530.01

5.93 3.68 4.58 2.30 5.15 4.075.13 3.66 5.44 2.49 3.97 3.80

0.21 0.41 0.20 0.23 0.14 0.510.21 0.46 0.32 0.35 0.56 0.42

59.27 50.28 52.05 30.53 28.93 39.86

196.77 148.36 67.49 115.16

45.33 53.38 88.96 61.35 35.71 46.06

410.51 193.27 140.17 304.02 309.05 440.07 187.11

種
類

処理量
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小計 29,294.07

合計

142.30

25,388.53
3,905.54



　　４）　収集運搬の実績（単位：ｔ）…2019年度

1 がれき類
2 金属くず
3 ガラス等くず
4 木くず
5 廃プラ
6 繊維くず
7 紙くず
8 動植物性残さ
9 汚泥

10 廃油
11 廃酸
12 廃アルカリ
13 鉱さい
14 特管廃油
15 特管廃酸
16 特管廃アルカリ
17 感染性廃棄物
18 廃石綿
19 上記焼却灰（燃え殻・ばいじん）

20 水銀
21 混合廃棄物

　　５）　収集運搬量、受託処分のまとめ(2019年度)

　　ⅰ 収集運搬量…23,946.36ｔ

　　ⅱ 総受託量…45,092.72ｔ

　　ⅲ 埋立受託量…2,531.74ｔ

　　ⅳ 破砕処理受託リサイクル量…29,294.07ｔ

　　　　（ただし、自社排出建設リサイクル量は　8,844.85ｔ ）

　　ⅴ 焼却処理受託量…15,387.58ｔ

　　ⅵ 焼却灰の他社委託埋立量…836.66ｔ

　５　産業廃棄物関係講習会

○　特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会（処分課程、新規・更新）

実施者　：　（財）日本産業廃棄物処理振興センター

修了者　：　９名

○　特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会（収集運搬課程、新規・更新）

実施者　：　（財）日本産業廃棄物処理振興センター

修了者　：　９名

６　産業廃棄物処理料金

　※　料金につきましては、当社土木部（電話　０１３８－４７－２７００）までご相談下さい。

　無料にて御見積致します。

58.47
13.91
0.62

3,557.11
23,946.36

廃
棄
物
の
種
類

（
特
管
含
む

）

合計

41.91
10.17
7.22
0.04
6.01

762.07

14.68
13.65

148.02
746.48
291.46

2.76

15,818.19
収集運搬量

6.07
497.62

1,286.56
663.33
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７　実施体制

８　産業廃棄物等の処理施設技術管理者

ⅰ　特別管理産業廃棄物管理責任者

実施者　：　（財）日本産業廃棄物処理振興センター

修了者　：　３名

ⅱ　産業廃棄物中間処理(破砕・リサイクル）施設技術管理者

実施者　：　（一財）日本環境衛生センター

修了者　：　３名

ⅲ　焼却施設技術管理士

実施者　：　（一財）日本環境衛生センター

修了者　：　３名

ⅳ　最終処分場技術管理士

実施者　：　（一財）日本環境衛生センター

修了者　：　２名

９　地域融和

　当社の施設見学につきましては、事前に当社（電話０１３８－４７－２７３８）まで連絡下さい。

1人

専務取締役（環境管理責任者） 1人

破砕・焼却・埋立

8人 37人 8人 2人 15人
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（2人)環境事務局 評価チーム(4人)

26人

※（）数は重複記載

経 理 運 輸 関 東 新 道 土木・解体

代表取締役


